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支援センターと文化施設の連携による人材育成
鑑賞•発表機会の拡大について







支援センターと文化施設の連携による人材育成、鑑賞•発表機会の拡大について

九州内の文化施設を対象とした「障害のある人たちの芸術活動・鑑賞に関するアンケート」を実施
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人材育成

（公財）全国公立文化施設協会に協力をいただき、九州各県の文化施設へ案内を送付

○ 九州ネットワーク会議

アクロス福岡、大野城まどかぴあ、福岡県立ももち文化センター、熊本県立劇場、 iichiko総合文化センター、
SANC（佐賀県障がい者芸術文化支援センター ）、おおいた障がい者芸術文化支援センター、障害者芸術文
化活動支援センター＠熊本、宮崎県障がい者芸術文化支援センター、長崎県障害者芸術文化活動支援セン
ター、FACT（福岡県障がい者文化芸術活動支援センター）、九州障害者アートサポートセンター

参加団体

⽂化芸術を通じて誰もが社会参加できる機会を創出し、地域における社会包摂の機能を劇場・⾳楽堂等が持
ち、地域の⽂化振興コミュニティの活性化を図ることを⽬的に、地域における⽂化芸術、福祉の両分野をつ
なぎ、また地域の劇場・⾳楽堂等が社会包摂に必要なノウハウの共有や⼈材育成、プログラム開発等を協働
できるネットワークを構築

令和3年度

レクチャー（全４回）：障害の特性について、各地での事例紹介、企画・広報・運営のマニュアル作成 など
実践研修：障害児者を招待してのコンサート運営（会場：アクロス福岡）

事業内容
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人材育成
○ 現場体験ワークショップ

アクロス福岡、大野城まどかぴあ、熊本県立劇場、ミリカローデン那珂川、九州国立博物館、福岡県立美術
館、福岡市美術館、福岡市文化芸術振興財団、福岡県立ももち文化センター、久留米シティプラザ、宗像ユ
リックス、春日市ふれあい文化センター、なかまハーモニーホール、SANC（佐賀県障がい者芸術文化支援
センター ）、おおいた障がい者芸術文化支援センター、障害者芸術文化活動支援センター＠熊本、宮崎県障
がい者芸術文化支援センター、長崎県障害者芸術文化活動支援センター、FACT（福岡県障がい者文化芸術
活動支援センター）、九州障害者アートサポートセンター、一般参加者

参加団体

⽂化施設、福祉関係者を対象に、障害のある⼈とともに⽂化施設を巡り、公共におけるバリアや課題に気付
き、コミュニケーションで解決する⽅法を学び合う。後半は、体験した気づきから今後の対応について学び
合う共有ワークを実施。

令和3年度～5年度

2021年10月／大野城まどかぴあ（福岡県大野城市）、2022年7月／アクロス福岡（福岡県福岡市） 、
2023年7月／熊本県立劇場（熊本県熊本市）、2023年7月／ミリカローデン那珂川（福岡県那珂川市）

実施概要
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素朴な感想（面白かったこと・不思議だったこと・疑問に思ったこと）

「障害」について考えたこと

自分の業務につながりそうな気づき・視点

今後のサービスに活かせそうな気づき・視点

お名前

所属 所属これからシート
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ふりかえりを終えて…学びになったこと

自らの業務やサービスに活かせそうなこと

自分の暮らしの中で、これからできそうなこと

一緒に研修を行ったメンバーへメッセージを一言！

お名前
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○ 文化と福祉のマッチング相談会、レクチャー＆相談会

実施︓2021年8⽉、9⽉、10⽉、2022年10⽉、12⽉、2024年2⽉（6回実施）
会場︓⼤野城まどかぴあ、久留⽶シティプラザ、熊本県⽴劇場、ミライon図書館 など
内容︓

実施概要

⽂化施設、福祉関係者を対象に、福祉と⽂化がマッチングした事例を紹介し、協働し
た事業への発展を⽬指した相談会

人材育成 令和3年度～5年度

主催：FACT（福岡県障がい者文化芸術活動支援センター）、福岡県
助成：令和 4年度 障害者芸術文化活動普及支援事業

（ハイブリッド形式）
※要申込み、先着順（リモート参加は定員なし）

文化施設関係者、福祉関係者、教育関係者、学生、
障がいのある人たちの芸術活動に興味のある方

（受付 13:00～）

会場　アクロス福岡　会議室605

参加費 　無料　　定員　25 人

参加対象

2022 年 12 月 22日（木）13:30～16:00日時

つながる相談会
文化芸術 福祉と が

～文化芸術と福祉を融合した取り組み事例から考える～

（福岡市中央区天神１丁目１－１）

一部（プロジェクト事例紹介）　

二部（トークセッション・意見交換）

■FACT の事例紹介【現場体験ワークショップ】

■福岡市民会館の事例紹介【コココのダンス】

スケジュール

樋口龍二

発表者　樋口龍二

発表者 梶原雅敬／（株）福岡市民ホールサービス（福岡市民会館指定管理者）

語り手： 梶原雅敬　　　　　  

・NPO法人まる

横山剛志／舞台監督・介護福祉士
聴き手

「文化施設として障がいのある人たちが安心して来られる場にしたい」「他の施設等
での活動を知りたい」相談会で寄せられる様々な声を受け、文化芸術と福祉を融合し
たプロジェクトの事例から参加者の方々との意見交換の場をつくります。
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鑑賞•発表機会
○「みんなのアート展」

実施︓2021年5⽉、2022年4⽉、2023年6⽉（3回実施）
会場︓アクロス福岡
内容︓

令和3年度～5年度

実施概要

テーマに沿った絵画作品の公募展、舞台公演、アートワークショップ、公開制作、
アートグッズ販売、県内団体のパネル展⽰ など
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鑑賞•発表機会
○「まるのふだん」展

実施︓2023年11⽉
会場︓春⽇ふれあい⽂化センター
内容︓

令和5年度

実施概要

⼯房まるの作品展アートワークショップ、
公開制作、
アートグッズ販売、
クロストーク
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鑑賞•発表機会
○ 福岡県障がい者アートレンタル事業 展示会

令和4年度～5年度

実施概要
実施︓2022年5⽉、2023年3⽉、4⽉（3回実施）
会場︓福岡県⽴ももち⽂化センター、あまぎ⽔の⽂化村、宗像ユリックス
内容︓福岡県障がい者アートレンタル事業に登録する地元作家を中⼼とした展⽰会
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鑑賞•発表機会
○ 詩のワークショップ

令和4年度～5年度

実施概要
実施︓2023年3⽉、10⽉（3回実施）
ファシリテーター︓渡邊めぐみ
会場︓福岡県⽴ももち⽂化センター、

イイヅカコスモスコモン、
久留⽶シティプラザ

内容︓⾔葉を⾃由に遊びながら新たなス
トーリーを創造するワークショップ










